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くるまで

はだし　　　　　

 
焼きそばが好きです。といってもめちゃくちゃ好き、ってわけではなくて。たまに、無性に、カ

ップ焼きそばが食べたくなることがあるくらいです。いまから、コンビニへ行きます。スーパー

が近くにないので。コンビニの焼きそばって、少し高めなんですよね。でも最近は、種類が増え

ましたよね。えらべるのがうれしい。これにしようかな。

 
やかんに水を入れて沸かしている間に封を開け、ふたをめくって、お湯をたっぷりと注ぐ。そう

いえば、ここまでの工程で現れるほとんどが、後で捨てられてしまうんですよね。そんな仕組み

もおもしろいです。おいしいものを得るためには、無駄におもえることをしたり、なにかを犠牲

にしたりしないといけないんだなと思えて。それを経て、わたしはおいしいものを食べられる。

 
お湯は、豚でいうと臓器や骨なんでしょうね。ってことは、やかんに入れて沸かした、というの

を育てたと捉えれば。その行為に愛を持てば、我々は畜産の人々がこころに持ってしまうかもし

れない悲しみに、少しふれられるのかもしれません。お湯を捨てる、のではなく、愛をこめて育

てたものを「これから」のために殺めてしまう、ということ。その先にあるのが豚肉であり、焼

きそばなのではないかと思います。あ、３分たったみたいですね。キッチンへ行きます。

 
お湯を、麺が落ちないようそっとシンクに流すと　べこん　と音がして、湯気が立ちのぼってき

ました。むわっとくる。これは、いったい何なんでしょうね。ソースなどを混ぜて、できあがり

です。まだ温かいな。

 
机のうえには焼きそばがあって、コンビニでもらった割り箸がある。作り置きの麦茶を冷蔵庫か

ら出してくると、よく冷えていて。これは、いったい何なんでしょうね。コップへ注ぐ。これは

、いったい何なんでしょうね。割り箸を割る。これは、いったい何なんでしょうね。いただきま

すをして、箸をさしこむ。これは、いったい何なんでしょうね。麺を口に運ぶ。これは、いった

い何なんでしょうね。おいしい。これは、いったい

 
 
 
だれだろう、宅配かな。



年末にホームセンターの工具売り場で今の名字を聞けたが、それは忘れてしまった。　

伊舎堂　仁　　　　　

 
　ヤンキーでも野球部でもないのに口数、とウケを狙う、が許されている男がいた。中学のと

きだ。

　大吉（だいきち）は名字を川満（かわみつ）と言い、４月の席順で垣元（かきもと）の後ろだ

ったころからとにかく〈トバして〉いて、わりとそんな光景が僕には異様だった。ヤンキーでも

野球部でもないのに、と思っていた。

　大吉は天然パーマで、なのに若白髪だった。全体的に白いのではなく、後ろ毛の、もじゃもじ

ゃとボリュームがあるところの先っちょだけツブツブに白い。確かに何かに、たとえたくなる見

栄えではあった。そこはそことして、当時、空港とかに貼ってあったオウム信者の写真に顔の感

じが似てもいた。家族アルバムのかなり最初のページでお父さんがかけているようなでかい眼

鏡で、だけどよくウケていて、彼女もいるということだった。六月だった。

　焼きそば、と呼んでみた友だちが大吉に殴られて、昼休みの終わりごろだったので、教室に戻

ってきた垣元がなんのケンカなのかを居る人間へたずねた。ケンカではない、と大吉が言った。

これが、オチョってくるからがよ。オチョってくるって、何がよ？　髪のこと言ってきてよ。髪

のこと？　焼きそばって言ってきてからよ。

「焼きそばじゃないば？」

　垣元が言った。様子がおかしかった。全員がそう感じたはずだ。

「聞いてるば、おァ？」

　置かれている状況をとらえかねているのか、黙る大吉に二度目の怒号が飛んで、そしてそれは

垣元からではなかった。二番目に強い友利（ともり）だった。友利と垣元に詰め寄られる大吉の

目を覚えている。まばたきが消えていた。

　腹を殴られ、おさえるようにクの字になると、頭部を撲たれた。うめき声のまま白い棚にぶつ

けられ、背中を蹴られた。つんのめったクの字のまま、前の方のドアから出ていって、それが中

学で大吉を見た最後になった。「焼きそばぁ！！！！」と垣元か、友利の、どちらかが叫んだ。

いつかやるつもりだった、という話をどちらからかその後、聞きもした。

 
たまに自分でも言ってみるんだけど、勇気が出る。勇気が出て、しまう。





こんな焼きそばは嫌だ

ナイス害　　　　　

「ここが私のアナザースカイ！」と、あびる優が昔焼きそばを万引きしたスーパーに来ているし、なん

と七・七だ

能動的三分間を流しながら出来上がりを待っていたら五分かかるやつだ

検察官が罪状認否を読み上げてるけど「焼きそば」というワードが80回でてくる

美食家(グルメ)巻原定男が焼きそばのお店を開いてる

クロレッツ焼きそばミント

娘と公園に来てるけどすごく良い天気！ #山形 #yamagata #地元 #公園 #愛娘 #mamalife #晴れ女 #旦

那要らない #焼きそば部 #繋がりたい #セックスレス #週末婚 #鬼女オフ

ワンダと巨像で巨像を倒した後、巨像から伸びてくる焼きそばに襲われる

 

美食家(グルメ)巻原定男の焼きそばのお店が潰れて補聴器の販売店になっている

うたの日の題詠「焼きそば」で、IPを変えながらただただ焼きそばのレシピを投稿してアク禁になる

井上京子・ブル中野 vs 豊田真奈美・堀田焼きそば

徳永英明が焼きそばのカバーをしている

JUJUも焼きそばをジャズアレンジでカバーしている

モグモグゴンボでヒロミが作った焼きそばを、林家こぶ平が全部捨ててる

ヒロミが大嫌いだ

ゼクシィのCMに出てる女の子、なんだっけ、名前、あれ？なんだっけかな、うーん、あー出てこない、

なんだっけ？いや、ググらない！ここまで出てる、なんだっけー、あ！あれだ！ヒロミが大嫌いだ

巻原定男が怪傑えみちゃんねるに出て焼きそばのお店が補聴器販売店になったエピソードを語ってる

けど、上沼恵美子から「ウチの旦那はそんなこと絶っ対せんからね！そう、うちの旦那さん東京弁でも

のすごく上品なんやけど、昨日もね？」と、トークを取られる



吉田美和がドリカムのことを「ドリ」と呼ぶように、焼きそばのことを「焼き」と呼んでいる

焼きそばのことを「ドリカム」と呼んでる元ドリカムの西川

茂木健一郎の息がかかっている

やきそばそば  雪舟えま

 



シラハマ

加賀田優子　　　　　

 

白浜が歯を直しはじめたのは、ついにそれが決定した・現実になった、ということで、以来、ク

ラスで白浜の話をするものはいなくなった。

なりかけの、でも確実にほんものになる、という白浜に対して、みんなどう接すべきか決めるこ

とができなかった。の、だろう。

あなただってそうなっていたかもしれない。

けれど、あなたはそうならなかった。

それは、あなたのそれもまた限りなく、ほんものだったからだ。

 

もうかりかりと受験勉強なんてせずともよくなった白浜は、毎日教室に残るあなたにじゃれる。

放課後、かりかりかりかりとクラスメイトたちもあなたのように残っていたけれど、病院帰りの

白浜がやってきて、あなたの前の席の椅子をくるりと回転させ、座り、足をつー、とのばしてあ

なたの少し長めのスカートをめくりはじめたりなどするものだから、みんな視線がしだいにふら

、ふら、ふらふら、と、そのまま徐々に外に出て行ってしまうのだ。

 

「どお」

そういって、白浜は口を(い)のかたちにしてみせる。

もうほとんど整列している白い粒・粒があなたの目に映る。

まにあいそうだね、とあなたは思い、問十二の三の回答を書きこんでから同じことを声にのせる

。

白浜の歯はうらがわから直されていて、口を(あ)のかたちにしてもらってから頭をぐんとうしろに

反らせたところを覗きこめば、銀色の線が彼女のちいさなカーブに沿ってはしっているのがみ

える。

はじめの頃のあなたは、どうせならみえるように、白浜の鍾乳洞みたいなでこぼこのを銀の紐

でぎゅうっと縛ってあるようにみえるように、わかるように、直してほしい、と何度も思い、二

回ほど声にも出した。

その時の自分の声を頭に響かせてみながら、あなたは答えあわせに移る。

 

白浜はあなたのショーツを脱がそうとしている。

 

半分ほど答えあわせをすすめたあなたは、白浜が入りこみ、ひらかれていた膝をゆるくとじる。

ふとももに、白浜の頬骨の感触がある。

最初は軽く、だった力をいきなり強く、膝をとじることにそそぎこむと、白浜がぶぷう、ぶぷう

、と呻きはじめ、その唇のはしから飛ぶ唾液でふとももがぬるぬるする。

ん、ばっ、という息継ぎの音とともに、白浜がスカートの中からぬけだした。



髪の毛が数本千切れたのか、ふとももには細く触るものの感じがまとわりついたままだ。

あなたがやっと笑う。ので、白浜は怒る。

ばか、ゲロ、マ××、×ス××、×××ン、と、だいたいの悪態をついて、唾液を拭う。

あなたはおしまいまで答えを確認する。

次の過去問に移る。

シャーペンをカチ、と押して、芯を伸ばし、薄くノートにあてる。

白浜は乱れた顔や髪を手でなんとかしようとしている。

口が半開きになり、また唾液が垂れてきそうな白浜。両手首にひとつずつのシュシュで左右に髪

を結んだり、ぐちゃぐちゃのお団子にしたり、ポニーテールにしたりしている彼女を、あなたは

目の上の部分で観察している。

ポニーテールをほどいて、もう一度結んで、白浜は口をきゅっと閉じた。

「終わったら」

そしてすぐに開けてしまうところが白浜だ。

「ヤキソバ食べるわ」

あなたは一気に想像し、一問、たぶん、間違える。

けれど解き続ける。

腹が鳴って白浜が笑い転げる。

それであなたも笑っているような気になって、その前に噛んでもらおうかな・シラハマ、と、同

時に思い、そのどちらも声にしようとしない。

 
ふとももにくっついていた白浜の髪の毛がゆっくり、途中からはやくなって落ち、足首のあたり

をする、と撫でた。



かんたんの

スコヲプ　　　　　

 

　Saito——短歌を詠んでみませんか？

唐突な誘いだなあ。そう思いながら、ケトルからペヤングソース焼きそばの白い容器に湯を注ぎつつ、

もう片方の手でやんわりと興味のない旨を返信する。

　Saito——短歌は意外と簡単なんですよ。

ペヤングができるよりも前、三分と経たずそんな返信が来た。いや、そんな話はしていない。簡単かど

うかではなくて、そもそも詠みたいか否か、もっと言えば俺が詠むことになにか意味があるのか、そう

いうことを言いたいのだけれど。

　Saito——いま身の周りにある題材で詠んでみてはどうでしょう。例えば、焼きそばとか。

……ん。焼きそば？

　Saito——単に焼きそばとしても良いですが、例えばペヤングといった固有名詞を用いてみると具体性

が出て、深みのあるものになるかもしれません。

……まてよ、見えているのか？

　Saito——なんのことでしょう。それより、もう三分が過ぎたのではないですか？

確かに、三分を十秒ほど過ぎた頃だ。お湯を捨てなければ……いや、そうではなくて、確実に見られて

いるのだが、これはどういうことだ。

ひとまず、お湯を捨てながら気持ちを落ち着かせてみる。こういう時ほど、普通に今しようとしていた

ことを続けるのが良いのだ。

　Saito——さて、一息ついたところで、短歌、できそうですか？

……そんなことより、なぜ俺の行動がわかる？

　Saito——簡単なことです。もともと私とあなたは、ひとつであった。

　Saito——ある時点で、分岐をしたのです。あなたは、短歌を詠まない未来を生きている私の姿なの

です。



　Saito——私の短歌には足りないものがありました。それは、ある時に分かれた短歌を詠まない私。今

の私は、例えるなら味のない焼きそばの麺といったもの。つまり、あなたというソースともう一度合流

することで完全になるのです。さあ……。

……それが私こと、斎藤ソース焼きそば（筆名）の歌詠みの始まりであった。それから三十年程は経っ

たろうか。幸いにしてひとかどの歌人にはなれたのではないかと自分では思っている。

 

ある晩、結社誌の選歌をしていて、ふと小腹が減ったことに気づき、湯を沸かす。すると、湯気が視界

を覆うように立ちのぼり、次第に意識が遠のくのがわかった。

気づくと、そこは三十年前の自室で、どうやらペヤングの箱を枕にして眠っていたようだった。

長い長い夢を見ていたのか。しかし夢の中で詠んだ短歌は覚えている。そうだ、これから、それを世に

出していけばいい。

斎藤ソース焼きそば「——というコンセプトで作ったものが、この焼きそば歌集なんですけど」

 

 
ぼく「焼きそば歌集」

 
 
 
 






